
2020 年度取り組みレポート

　捨てられる予定だった制服
生地を素敵な装飾を施した
バッグにアップサイクルし、
海外で環境教育の一環として
活用してもらう「バトンバッ
グプロジェクト」。
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チクマより
制服の残生地を提供。

捨てられる予定だった
制服生地をリサイクルに

まわします。

バッグに再生！
バッグ縫製を国内の
福祉作業所が担当。

バッグを
アップサイクル！

皆さんのセンスと技術をいかして、
バッグを楽しく可愛くアップサイクルしてください。

ソロモンの子ども達へ日本からのバッグを
エコバッグとしてプレゼント。関わる人た
ちの想いのこもったバッグはみんなをつ
なぐバトンです。

バトンバッグの製作と共に、ソロモンや SDGs、国際協力、NGOについてなどの調
べ学習に取り組まれました。（クラーク記念国際高等学校　岐阜駅前キャンパス）

　2020 年度も多くの生徒さんにご参加いただき、バッグ
のバトンを渡しました。

バトンバッグフロー図

2020 年度の参加

学校での学びの広がり

2020 年度は 13 校の学校が参加。素敵にアップサイクルしたバトンバッグが約 100 枚出来上がりました。
バッグを受け取るソロモンの子どもたちに向けて、英語で書いたメッセージカードを付けてもらっています。

2020 年度は世界的な新型コロナウイルス流行の影響に
より、ソロモンへバトンバッグを輸出することができま
せんでした。2021 年度に順次送付していく予定です。

毎日、着用する制服に残反があることさえ考えたことがありませんでした。
どんな製品にでも残る部分、使えない部分があることを知ったからこそ、
どんな製品でも大切に、長く使えるようにしたいと思いました。
また、日本からの BatonBag をソロモンの同じ年代の学生に渡せるよう、
気に入ってもらえるように作製しました。（担当の先生より）


